




 HELLP 症候群は妊娠中毒症の類縁疾患としてとらえられているが、その病因、病態につ

いてはいまだ明らかではない。一方妊娠中毒症の病態の一つに母体血管内皮の障害とこれ

に伴う血管の拡張不全一血管攣縮が存在しているという考え方が広くなってきている。

 妊娠時の血管壁の弛緩性獲得に血管内皮から産生される nitric oxide が強く関与してい

ることを、家兎を用いた動物実験により、明らかとしてきたが、この NO は生体内局所で

産生され、速やかに代謝されることから、その動態を知ることは必ずしも容易ではない。

  しかしながら、NO が、1-arginine を precursor として nitric oxide synthase (NOS)

によって産生され、代謝物として 1-citrulline が産生されることがわかっている。そこ

で妊婦における 1-arginine の動態を把握することは妊娠中毒症ゃ HELLP 症候群の血管内

皮機能の動態を探る一助となる可能性が考えられる。


